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1. 背景と目的
現在日本では、都市部を中心に多くの自治体に公共
図書館が設置されている2。 一般的な公共図書館では、
利用者が自由に来館して、自由に書架の本を手に取っ
て読むことができ、また自由にそれらの本を無料で借
りることができる。戦後の公共図書館は「貸出し」を
重視したサービスを展開してきた。これにより、多く
の人の問で「図書館では無料で本が借りられるJとい
う認識が定着している。
a方で、公共図書館には大量の情報に対する地域的
な情報のアクセス窓口3や、コミュニティ形成に関与し
4人と人を結び、つけ交流の場を作り出す5といった情報
提供サービス機関としての役割がある。その役割を果
たすべく、地域資料などを活用して行政支援や地域活
性化などに取り組む6必要があると言われているが、そ
のことはあまり認識されていない。実際公共図書館が
扱う資料には、全国で流通する商業出版物以外にも、
地域資料のように当該地域の図書館のみが唯一扱い責
任を持って提供できる資料7がある。しかし、画一的な
整理ができないことから組織化されずに眠っている資
料も数多く見られる8。
その原因は、これまでの図書館サービスが「貸出しJ
やリクエストによる資料提供の比重が高く、それらと
平行して行うはずだ、った、資料や情報の探し方の案内
や調べものを支援し、地域の課題解決に必要な情報を
提供する「レファレンスサービス」など情報提供サー
ピスの体制整備が遅れてきたことにある。その結果、
公共図書館が行政からも住民からも「無料の公営貸本
屋J9と思われているのが現状である。
ところで、この 10年ほどの聞にインターネットや
携帯電話が急速に普及してきた。インターネットの世
帯浸透率10は、 1998年には 14.0%だ、ったものが、 2006
年には 85.4%になっている11ように、社会全体の情報
化が進展し、マスメディア以外でも大量の情報が流通
するようになってきた。また、単に情報量が増えただ
けでなく、あらゆる人が情報の発信者になり、 Web上
でコミュニティが形成されるようになってきた。以前
はインターネットの世界でも、情報が J 方的に発信さ
れ、利用者はそれを享受するだけだ、ったが、現在では
多くの利用者が自ら情報を作り出し、従来よりも低い
コストで情報が発信できるブログなどを用いてコンテ
ンツを作成したり、新着情報を通知するのに使われる
RSSを用いて情報を受信したり、RSSで受信した情報
を今度は自らブログで発信したりするようになってい
る。すなわち情報の作り手と受け手が区別されず、個
人と個人の結びつきを強める傾向にある。ティム・オ
ライリーらは、このような新しいウェブの利用法を
Web2.0と呼び、従来の状態をWeb1.0と読んで区別す
ることをナ是唱した120
このような情報の利用法の変化は、図書館のあり方
にも影響を及ぼしつつある。「ユーザの無意識な参加」
によって築き上げられた「集合知を利用するJ13こと
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で､図書館利用者の持つ情報の総体を顕在化14し､図
書館サービスに反映させるような仕組みを構築するこ
とも不可能ではない｡
このように､図書館には全国的に流通している資料
以外にも､地域に特化した資料があることを利用者に
知らせることや､資料の貸出しだけではなく情報のア
クセス窓口としての役割や､情報提供サービスを行い
コミュニティを形成する役割などがあることを利用者
-示すことが重要である｡そのために新しいインター
ネットの動きを活用した地域情報提供サービスが有効
であると考えられる｡本研究では､図書館における情
報提供の現状をまとめ､新しいインターネットの動き
を活用したサービスの可能性を検討した上で､地域図
書館が行う　RSSを用いた地域情報提供サービスを提
案することを目的とする｡
2.図書館における情報提供の現状
2-1.図書館における情報提供の現状
図書館では様々な形で情報提供を行っているが､こ
こではインターネットを通した情報提供についてまと
める｡
2-1-1.図書館におけるWebサイト開設の経緯
第1章で述べたように､ここ10年ほどの間にイン
ターネットやパソコンなどが･挙に普及した｡それに
合わせるかのように､図書館においてもWebサイトを
開設する例が増えている｡日本の図書館で最初にWeb
サイトを公開したのは､入学図書館では千葉大学付属
図書館(少なくとも1995年12月の時点では公開して
いた15)､公共図書館では1995年末に試行公開を始め､
1996年6月から定期更新を始めた神戸市､_III中火図書
館､あるいは1996年3月に開設された飯塚市､Jf_図書
館であると言われている16ように､公共･入学図書館
ともに1995年ごろから少しずつ開設されるようにな
った｡
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その後Webサイトを開設する図書館の数は増加し､
特に公共図書館においては2000年以降急激に増加し
ている｡これに伴い図書館からの情報発信量も増加し
ている17｡公共図書館においては､ 2006年11月6口
現在で都道府県立図書館47館すべてが､市区町村立
図書館では935館が何らかの形でWebサイトを公開
している18｡参考までに､大学図書館においては2005
年3月20日時点で632館がWebサイトを公開してい
る19｡
2-1-2.図書館のWebサイトで提供されているコン
テンツやサービス
現在､図書館(以下､特に断りがない限り公典図書
館を指す)のWebサイトで標準的に提供されているコ
ンテンツやサービスには次のようなものがある2°｡
●　蔵書検索(WebOPAC)
●　Web予約
●　利用案内
最近は次のようなものも見られるo
●　　メールレファレンス
●　地域資料目録
●　図書館刊行物のWeb版
●　テーマ展示
WebOPACに代表される目録情報の提供は図書館コ
ンピュータシステムの更新に合わせて公開を始めると
ころが多く21､現存では多くの図書館で提供される標
準的なサービスになりつつある22｡また､図書館であ
らかじめ手続きをしておけば利用できる　Web上から
の貸出予約(Web予約)についても､ここ数年で対応
している図書館が増加してきた2㌔
最近では､所蔵資料の情報公開や予約などの申し込
みだけに留まらず､インターネット経由でレファレン
スを受け付けたり24､発行元のWebサイト-リンクを
した上で購読している新聞や雑誌のリストを作成した
り25､地域情報の入手先のリンク集を作成したり26､図
書館員がWeb　日記やブログで図書館の話題を提供し
たり27する例がある｡
2-2.地域資料とその提供
図書館では､図書に限らず様々な資料を扱うことに
なっている｡その根拠は､次の法令や政策提言で述べ
られている｡
●　図書館法(第3条)
●　公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準
●　これからの図書館像(多様な資料の提供)
●　図書館による町村ルネッサンスLプラン21
そこでは､地域の事情や利用者の希望に応じて､図
書や雑誌､記録､視聴覚資料などを収集することを述
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べている。特に、地域資料や行政資料は特に注意して
収集する必要があると触れている280
地域資料とは、従来は郷土資料とも言ったが、当該
地域を総合的かっ相対的に把握するための資料群29の
ことを言う。具体的には、その地域の出身者の著作や、
自治体や企業が発行したパンフレットや図書や広告、
その他地域に関係する写真やフィノレム、新聞、雑誌な
どがある。一般の図書や雑誌のように、広く流通しな
いため、その地域でしか入手できないことが多い。歴
史的な記録だけに限らず、地方分権が進む中、現状判
断や政策立案を行う上で、現在の資料も重要なもので
ある。
地域資料には、次のような特徴がある300・冊子体のものばかりではない・当該地域にしかない資料である・資料の収集・整理・保存・提供が他に依存できな
し1
- 唯」無二の資料が多い・一度散逸すると再入手が困難
これらの特徴から、当該地域の図書館が地域資料サ
ービスを行わない限り、その地域で出版されたり作成
されたりした貴重な資料が失われてしまう。そのため、
当該地域の図書館が意識的に収集・整理・保存・提供
を行う必要がある。
また、地域資料サービスは、図書館が住民に対して
背負っている責務でもある。住民が自ら居住する地域
をよりよいものにするための活動には、正確な情報が
不可欠であり、そのために図書館はその活動を情報や
資料の面から支援する必要があるからである310
2・3. 新聞記事の位置づけと新聞記事クリッピング
の実例
地域に関する新聞記事も地域資料のひとつで、ある。
新聞は、速報性の高い報道を主目的に編集された出版
物であり 32、その時のニュースを報道しているものな
ので、地域や行政の動向や課題を把握することができ
る。また、印刷物の新聞には蓄積情報としての遡及的
資料価値がある330
新聞は元の判型が大きいため、図書館で、は判型を小
さくし索引を付与した縮刷版や CD同ROM版を購入し、
利用・保存していることが多い。しかしながら、販売
されている縮刷版のほとんどが東京本社版のため、地
域情報の収集・保存には難点がある34ことが多い。そ
のため、多くの図書館でそのまま新聞を保存したり、
クリッピング、や記事見出の組織化を行ったりしている。
最近では全国紙を中心にデジタル化が進展しており、
インターネットを経由しての記事配信や記事データベ
ースの提供が進んでいる。全国紙の地方版記事や地方
紙にもデジタル化の波が押し寄せつつあるが、紙媒体
での提供がメインである。
先ほども触れたように多くの図書館で新聞記事のク
リッピングが行われている。以下にその例を挙げる 0・厚木市立中央図書館
厚木市や周辺地域(厚木基地や相模大堰など)に
関係する記事を、テーマごとに記事のスクラップを
ファイルに綴じている。図書館内で開架公開し、利
用者は自由に閲覧できる。各紙の地方版は、厚木市
近辺で発行される地方版が縮刷版や商用データベー
スに収録されないため、スクラップファイルとは別
に紙面をそのまま製本し図書館内で保存している 0・日野市立図書館市政図書室
日野市および地方自治関係の主要記事を中心に
編集した『新聞記事速報(日刊)Jlを作成し、庁内に
配布している。・立川市中央図書館
当初は記事見出を CD同R化して、館内での利用に
供していた。現在では『立川市関連新聞記事見出索
引データベースJl35を作成し、立川に関する記事の
うち、 1989年 4月以降のものをインターネット経
由で公開している。検索システムは独自に開発した
ものであり、キーワードによる検索ができる。・つくばみらい市立図書館
『新聞記事にみる伊奈・つくばみらい&TX&合
併Jl36を作成している。茨城新聞、常陽新聞、読売
新聞茨城版、各ミニコミ誌の見出しゃ要約を」覧表
にまとめ、インターネット経由で公開している。
この他にも、浦安市立図書館では市役所職員向け
に新聞記事クリッピングを提供したり 37、糸魚川市
民図書館では『糸魚川市関係新聞記事Jl38を作成し、
インターネット経由で記事見出しゃ記事の要録 a
覧を公開したりするなど、各地の図書館で様々な取
り組みが行われている。また、新聞の切り抜きは、
市の広報担当部局が担当していることも多いが、専
門性を生かせる図書館が担当する意義は高いと考
える39向きもある。
図書館の記事資料が利用されるのは、「過去のこ
とをさかのぼって図書館で調べるj ことが多く、蓄
積された新聞が持つ遡及性の面では信頼を得てい
る。しかし、即時性の面ではあまり信頼を得ていな
いのが現実である40。また、実際に図書館が新聞記
事の組織化を行っていることも、一部を除いてあま
り知られていないのが現状である。
2・4. 立川市中央図書館の見学
前節では、地域資料の中での新聞記事の位置づけや
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新聞記事クリッピング作業の実例を述べた｡本節では､
前節にも挙がっている立川市中央図書館(以降､立川
市図書館)でのヒアリング調査に基づき､実際に図書
館の現場で新聞記事の組織化がどのように行われてい
るのかの実例をまとめる｡
2-4-1.調査の目的
図書館の現場で､新聞記事の保存やクリッピングと
データベース化をどのように行っているのか､著作権
処理をどのように行っているのか､カテゴリやキーワ
ードをどのように付与しているのか､作成したツール
をどのように活用しているのかを知ることが目的であ
る｡
2-4-2.調査の結果
ヒアリング調査の結果､次のことがわかった｡
●　作業の形態について
立川市図書館では､調査資料係の職員6人で､毎日
6紙(朝日･毎日･読売･産経･日経･東京)ローテ
ーションを組んだ上で1人1紙､紙面のすべてをチェ
ックしている｡利用者閲覧用の新聞とは別に作業用の
新聞が確保されているため､他の業務の合間に都合の
いい時間に少しずつ行っているという｡また､この作
業を行ったことで､レファレンスの際に｢いつ頃どの
新聞にこんな記事があった｣ことを思い出すことも多
いという｡紙面のチェックや/J)類･キーワードの付与11
までは図書館側が行い､データの入力作業は外部に委
託している(42｡紙面チェックからデータベースまでの
反映はデータの人力作業を外部委託していることもあ
って､タイミングによっては1年以上のタイムラグが
発生することもあるという4㌔
●　分類やキーワードの付与について
分類は｢立川市図書館新聞切抜分類表｣､キーワード
は｢立川市関連新聞記事キーワード抽出底準｣という
ガイドラインをそれぞれ作成し実際の作業で活用して
いる｡同じような記事があった場合は､見出しの判り
やすいもののみをデータベースに登録し､それ以外の
記事は採用した記事と･緒に保存している｡
●　著作権処理について
著作権処理は､商用データベースの存在や見出しの
著作権主張の動きがあることから､インターネットを
経由して｢記事見出しをデータベースで公開｣するに
あたって､各新聞社に見出し等の使用許諾申請を行っ
たという｡その結果､対応はまちまちであったが､日
経を除く　5社に関しては使用許諾が取れている44｡な
お､日経に掲載された記事は検索結果には表示されな
いものの､検索結果に通し番F｡,-も表示されるため､検
索や記事の閲覧自体は可能である｡
●　利用者の利用方法について
利用者が新聞記事のクリッピングを利用する場合は､
利用者自らデータベースを検索するか､職員に検索し
てもらって記事を見つけ出した上で､別途紙媒体で保
存してあるクリッピングを閲覧またはコピーしてもら
うことになる｡
●　その他
立川市近辺で発行される各紙の地方版(多摩版)は､
縮刷版や商用データベースに収録されない｡そのため､
クリッピングとは別に紙面をそのまま製本し､図書館
で永年保存している｡
2-4-3.調査のまとめ
ヒアリング調査から､ 1図書館に限定されるとはい
え､実際の作業工程や分類･キーワードの付与方法だ
けでなく､作成したデータベースの活用について知る
ことができた.利用者の反応については､このサービ
スを知っている人は少なく､実際に利用者がどれくら
い使用しているかは不明だとのことだった｡現状では､
レファレンスで職員が使用したり､庁内レファレンス
で使用したりするなど､仕事で使うことが多いという
45｡手間をかけて作成したツールが十分に活用できて
いるか､どのように利用者-アピールするかなどを考
える必要があると思われる｡
3. RSSによる情報提供の現状
第1草ではWebの利用方法が変わり､ RSSのよう
な新しいメディアが使われるようになってきたことに
触れた｡ RSSは､新聞記事のような速報性が求められ
る情報の提供や取得に適している｡ここではRSSの概
要と現状について整理する｡
3-1. RSSの歴史とRSSの概要
RSSとは､Webサイトの見出しや要約を簡単にまと
めて､更新情報を通知するために使われる文章フォー
マットのひとつで､ ⅩMLで記述されているものであ
る｡ RSSそのものの登場は､ 1999年3月に米田のネ
ットスケープ･コミュニケーションズ杜が自社のポー
タルサイトMy Netscapeサービス｢チャンネル｣の
ために開発･公開したものが最初である｡このとき､
Webサイトの見出し　-覧を登録するための手段とし
てRSS0.9が開発･公開されたo　その後､伝達する情
報の内容やⅩMLの定義手法を中心に改良やバージョ
ンアップが重ねられ､現在に至る46｡
現存は､略称こそ同じだが正式名称が異なる複数の
バージョンが存在する｡
●　Rich Site Summary (RSSO.9Ⅹ)
●　RDFSiteSummary(RSSl.0)
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• Realy Simple Syndicato (RS2 .0) 指定した Web サイトの RSS を一定時間ごとに自動的
RSS は CMS ツールで、容易に生成できる。ここ数年 に取得し、更新があると記事へのリンクを表示してユ
のブログ流行の際に、 CMS ツールの一種で、あるブロ
クマツー ルが RSS をサイトの更新情報を通知するため
に使用していたことで RSS は一気に普及 した。
CMS (Contes Management System) とは、
HTML やディレクトリなどの技術的な知識がなくて
も容易に Web サイトが構築できるシステムのことで
ある。テキストや画像などが用意できれば、あらかじ
めテンプレー ト(雛 形)を準備しておくことで 、従来
よりも少ない労力で Web サイトが構築できる。代表的
なものに 、コ ミュニティサイ ト作成に使われる
XOOPS や、ブログ構築用の Movable Ty pe などがある。
3-2. RSS の現状
これまでは、ブログの更新通知に代表されるように、
Web サイト の更新情報を通知するための使い方が中
心であったが、最近では次のような使い方も見られる 0・新聞社がニュースを配信したり、企業がプレス リ
リースや新製品'情報を配信したりする、ヘッドラ
インとしての使い方。ニュース配信例には朝日新
聞47 が、プレスリリースの配信例にはニフティ株
式会社48 がある。
• RSS を用いて広告を配信する使い方。その例とし
て RSS 広告社がある 49 0・ネッ トラジオで音声データファイルを配信する
ような、コンテンツそのものを配信するための使
し1方。その例として Podcast 50 がある。Podcast
は、 PDF ファ イノレの配イ言も行える 51 0
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図 2RSS リーダの例 (go RSS リーダー)
RSS を受信するためには、 RSS リー ダが使われる。
RSS リー ダとは 利用者が各 Web サイ トで提供され
ている RSS を購読するためのソフ トウ ェアである 52 0
ーザに通知する 53 0
RSS リー ダには、次の種類がある。 (括弧内 の数字
は RSS リー ダ利用者 25 サンフ。ル内でのそれぞれの
割合) 54 
• RSS の受信や表示に特化 した専用のクライアン
ト (5.2%)
• Web ブラウザに搭載されているもの (19 .4 %)・メールクライアン ト兼用型 (9 .9 %)
• ASP 型 (6.3%)・サーバインストーノレ型 (3.6%) など
最近では、Inter Explore の最新バージョンであ
る IE7 に RSS リー ダ機能が標準装備されるようにな
るなど、対応するソフトウェアの種類は増えつつある。
なお、具体的な RSS リー ダの種類については
htp:/w .rsnavijplreadr .html で石在認できる 5 。
RSS や RSS リー ダの認知率 ・利用率は年々上昇し
ている。205 年の時点では RSS リー ダの認知率は
43.1 % 、利用は 9.5% だ、ったが、 206 年の時点では認
知率は 64.8 % 、利用は 14.8 % と伸びている 56 。利用目
的も「趣味の情報の取得 (56.3%) J や「報道ニュース
の取得 (43. %) J などが挙げられており、自分のニー
ズが高いものをいち早く知るために、見落とさないた
めに使われていると見られる 57 0 今後 RSS がインター
ネットにおける新たな情報配信メディアとして注円さ
れる可能性は十分にある。
3- . RSS のメリッ ト
RSS のメリットとして次のものが挙げられる 589 0・直接 Web サイト にアクセスする必要がない。・更新された情報や最新の情報を、見出しゃ要約な
どコンパク トな形で人手できる。・定期的 ・自動的に情報の取得が行え、その間隔を
利用者側で指定できる。・能動的に最新の情報を提示 し、利用者に見て欲 し
い情報に誘導することができる。・ひとつの RSS リー ダで複数の発信元の情報をーー
ヶ所で収集できる。
• RSS リー ダで取得した情報を、電子メ ールのよう
に管理することができる。例えば、既読 ・未読な
どである。・自分にとって必要な情報を取捨選択できる。
• XML で記述されており、データの再利用が容易
である O
RSS を用いて情報提供を行うことで、発信者側は、
見て欲しい情報をダイレクトに提示することができる。
また、利用者側は従来のよ うに Web サイ トを手動で、チ
50 専修iネ ッ トワーク&イ ンフォメ ー シ ョン No. 12. 207 
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3-4. 利用者側から見た RS の使い方
利用者は、 RS リーダを用いて Web サイトから提
供された RS フィ ードを受信する。RS リーダに登
録することで複数の Web サイト から発信された RS
フィ ードをーヶ所で受信できるほか、提供された情報
の中から自分が必要とする情報を取捨選択することも
できる。また、情報の受取を中止 したい場合は、RS
フィ ードの登録を外すだけで済むため、手Ij 便性が非常
に高い60 。
3-5. 図書館における RS 活用の事例
以上のような動向を受けて、大学図書館や専門図書
館を中心に情報発信に RS を利用する例が増えてい
る。具体的には、次のような事例が見 られる 61 0
• Web サイト の更新情報(京都大 学図書館機構62 、
一橋大学附属図書館 63 など)・図書館からのお知らせ(京都大 学図書館機構、 一
橋大学附属図書館、鳥取県|布部町立図書館64 など)・新着資料案内(沖積大 学附属図書館など)・受人雑誌の目次速報(農林水 産研究情報センター
65 など)・図書館情報学の最新動向(国 立国会図書館 6 など)
しかしなが ら、現在提供されているのは -部の先進
的な大学図書館や専門図書館などが中心で、住民にと
って身近な存在である公共図書館ではごく -部を除い
て行われていない。また、提供されている情報は「図
書館からのお知らせ」や「新着資料案内j など従来か
ら提供されている情報を単に RS に置き換えたもの
が多く 、図書館に関心のない層が利用するかは未知数
である。
4. 具体的な提案と実装
4- 1. 具体的提案と 目的
第 2 章では地域情報が地域を知る上で重要なことと 、
図書館資料と しての新聞記事が持つ性質のうち即時性
の面が十分に活用されていないことに触れた。また、
第 3 章では RS が最新情報をコンパク トな形で配信
することに適したメディアであることに触れた。以上
のことを踏まえて、本研究では図書館が従来から行っ
ている新聞記事のク リッピングを RS で配信するこ
とを提案する。具体的には地域に関する新聞記事を画
像データに変換し、これを記事の見出しゃキーワード
とともに配信する。 問的として、次の理由が挙げられ
る。・図書館が新聞記事資料を利用者に提供する際に、
ネットの活用を考えるため67・既存ツールを使用してインターネットを通して
のサービス提供が比較的簡単にできることを示
すため。・利用者が地域の課題解決に必要な地域情報を入
手し、地域の問題を知る手がかりを得るため68 0・地域への関心を高め、 地域コミュニティ の形成の
手がかりにするため。・自宅からでも図書館サー ビスが利用できるよう
にするため 0・従来から図書館が行っているク リッピングのこ
とを知っても らい、図書館に関心のなかった人へ
アピールするため。
従来から図書館が行っているクリ ッピングのことを
知ってもらうことの理由には、図書館が地域情報を収
集 して発信するという図書館の機能や存在を、目に見
える形で住民や行政に知ってもらうため69 という理由
がある。
また、第 2 章で触れたように、現状でも WebOPAC
などインターネッ トを通して図書館サービスのーー音1)が
提供されているが、利用されることを待つ叉け身の休
制のままでは不十分である。積極的に地域に関する新
聞記事を提示するように、図書館恨1] から利用者に向け
て積極的にサービスを提示し 70 、これまで図書館に関
心のなかった層にアピールすることも重要であると考
える。
4-2. ニーズの提案
このサービスのニーズは次のように想定している 0・地域に住んでいる人
〉 地域のニュ ースや催し物の情報を入手する
時。
普段何気なく生活 していると 、気づかないニュ
ースや催し物は多い。毎日配信される RS のヰl
から、気になった記事をチェックすることで、見
落とさずにチェックできるかもしれない。その中
に、自分が求めているイベン トや行事があったら
それに参加することができる。
〉 地域の問題を考えるため、過去のニュースを
調べたい時。
新聞社の Web サイト では、過去のニュースを
調べたいと思っても検索できないことが多い。今
回の実装では、RS で最新の記事情報が配信され
る一方で、同時に過去の記事も蓄積されてし、く 。
RSS による地域に 関する新聞記事情報提供サービスの提案 51 
キーワードによ る記事検索も可能なので、あとか
らまとめて特定テーマの記事を探すことが可能
である。例えば、「ゴミ処分場」に関する問題を
調べたい時に、このシステムを利用することが考
えられる。
〉 住民が行政の動向をチェック したい時
行政の動向は、 自治体が発行する広報誌や Web
サイトでも確認できるが、新聞記事のほうが早く
伝わることもある。また、広報誌や Web サイト
の場合は自治体の視点でしか書いていないこ と
もあるので、月IJ の視点から動向をチェックするこ
とも可能かもしれない。
〉 自治体職員が、区域内の動向を知りたい時。
自治体職員が、区域内の動向を知りたい時に利
用することが考え られる。事件や民間で行われる
イベン トや行事のことを知ることができる。また、
地域の問題を考える|燦に、過去のニュースを調べ
る利用も考えられる。記事見出しだけでなく 、記
事本文もその場で即時に閲覧できるメ リッ トが
ある。
- 地域から離れている人
〉 郷里を離れた大学生が、地元の近況を知りた
し叩寺。
郷里を離れて生活 していると地元の動向が気
になることがある。かといって、その情報は積極
的に検索 したり 、メールマガジンを登録したりし
てまで知りたいとも思わない。RS で配信された
ニュースならば、ちょっと気になった時に、気に
なった記事だけをチェックすることができる。例
えば、「小学校の校舎改築j のように学校の離着
任式の情報や校舎改築の情報などは、新聞に掲載
されることが多い。そのニュースをき っかけにし
て、地元にいる家族や友人とコミュニケーション
を取るきっかけが生まれると考えられる。
》 大学生が、レポート作成のために市町村合併
の動向やその影響を比較検討する 13寺。
普通は現地まで行かないとロ ーカルで、詳細な
情報を入手することが難しいが、その場で市町村
合併に関する動向や影響を調べることができ 、他
の地域と の比較検討が容易にできる。また、実際
に現地に赴く場合でも、事前調査が容易にできる
メリッ卜もある。
》 選出議員 (市議会議員や県議会議員)が 地域
のことを知って、政策に反映させる時。
地元を離れて しまうと情報を入手することが
難しくなるが、これを利用することで、地元の動向
を知ることができる。また、地元にいる場合でも
複数の新聞にまたがって地元の動向を調べるこ
とは骨が折れる。ザ.IJ えば、「医師不足」や 「医療
不安」の記事を読んで政策に地域医療に関するこ
とを検討したり、「農家戸数の減少」に関する記
事を読んで、新たな農業政策を提案したりするこ
となどが考えられる。
- その地域に引 っ越したいと考えている人
地域に関する新聞記事では、生活に関する記事
も多く扱われており 、事件に関するニュースも多
い。例えば、引退した団塊世代が移住先で、農業を
したい場合、自治休が支援 しているか、他にそう
い う人たちがいるかなどを知るために利用する
こと が考えられる。
4-3. 具体的な実装作業
今回のフ。ロトタイプの作成にあたって、地域情報の
発信基地には須賀川市内の図書館を想定 し、「須貸川
市」に関する新聞記事を網羅的に収集 した。採録対象
は次の新聞で、採録期間は、 206 年 12 月 1 日から 7
日間とした。・朝日 ・毎日 ・読売(県域版)・産経 ・日経(東 北ワイ ド版)・福島民報 ・福島民友(全紙面)
基本的に、「須貸) 11 市j に関係する人 ・事件・ もの ・
行事に関する記事を採録対象に しているが、今回は市
民の投書や俳句、行事お知らせの 覧ー (記事になって
いないもの)は採録していない 。
図 3 切り抜き作業の様子
52 専修ネットワ ーク&インフ ォメーション No.12，2007 
実装作業は次の手)1慎で、行った。なお、今回の成果物
は非公開である。
1. 新聞紙面から、地域に関する新聞記事をチェ
ックする。
2. 該当する新聞の記事をコピーし、それを切り
抜く。
3. 切り抜きをスキャナで、パソコンに取り込み
画像化する。
4. 記事の見出しと画像を Movable骨peに登録
する。その時に、大まかなカテゴリと記事本
文から抽出したキーワードを付与して登録
する。
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図 4Webブラウザでの実装結果の表示例
記事を登録する際には、見出しと記事の画像だけで
はなく、大まかなカテゴリと記事本文から抽出したキ
ーワードも登録している。
今回の実装では立川市図書館から提供していただい
た資料を参考にし、次のようにカテゴリを設定した。
記事によっては複数のカテゴリに登録しているものも
ある(括弧内の数字はカテゴリごとの記事件数)。・交通 ・通信 (8件)・図書館 ・出版 (0件)・市政 ・行政 (21件)・建設 ・土木 (8件)・教育 ・スポーツ (20件)・文化 ・歴史 ・自然 (31件)・社会 ・生活 (39件)・経済 ・産業 (13件)・裁判 ・事件 ・災害 (2件)
今回採録した記事は、社会や生活に関する記事が最
も多く、ローカルニュースで、は身近なニュースが多く
扱われていることが判る。
また、技術的な問題から記事の全文検索ができない
ため、立川市図書館から提供していただいた資料を参
考にキーワードを抽出している。具体的には、記事本
文には含まれるが、見出しには書かれていない団体名
や個人名、固有名詞や地域名などを抽出し、検索に引
っかかりやすくしている。例えば、「飲酒運転、職場か
ら追放県内初、推進員を委嘱Jという記事には、次の
ようなキーワードを設定した。・須賀川地区安全運転管理者協会・安全運転管理須賀川事業主会・須賀川警察署a・飲酒運転撲滅職場推進貝・シー トベル ト着用推進員・草の根運動
キーワードの抽出方法には検討の余地があるが、見
出しには含まれない固有名詞での検索が可能になる。
4-4. 使用システムとファイル作成法
今回は、ブログツールとして代表的な SixApart社
のMovableType71を使用した。その理由は次の通りで
ある。
・企業が導入済みまたは導入予定の CMSツールの
中でMovableTypeのシェアが高いこと720
・サーバインストール型なので、カスタマイズが容
易にできること。
・ツール設置やテンプレート設定、サイト管理等が
比較的簡単にできること。
・提供されるプラグインの数が多いこと 0・筆者が設置や操作に慣れていること。
また、 CMSツールの中でブロクゃツーノレを選択した
理由は次の通りである。・記事単位で個別のエン トリーが作成でき、それぞ
れを独立したページで出力してくれること D
• RSSを配信するための機能を備えており、そのた
めの設定がほとんど不要であること。・画像ファイルのアップロードやサムネイルの作
成が比較的簡単にできること O・コメントや トラックパックを受信することがで
き、それらの機能を活用したサービスの提供が考
えられること。
別の視点から言えば、上記の条件を満たしていれば
MovableTypeにこだわる必要はなく、同様の機能を持
つWordPress73などでもよい。また、設置の時間や手
間、知識の取得が難しい場合はASP型 (Webサービ
ス型)のブログサービスを利用することで、より簡単
に同様のサービスを行うことができる。ASP型のブロ
RS によ る地域に関する新聞記事情報提供サービス の提案 53 
グサービスには、ココロ グ74 や Sesa ブログ75 、excite
ブログ76 などがある。
新聞記事本文は Jpeg 形式の画像ファイルで、登録 し
ている。 PDF 形式の文章ファイルすることも検討した
が、・ファイノレサイ ズが大きくなってしまう
• Web サイト上でサムネイル画像が表示しにくい・テキス ト情報が含まれず PDF 化するメ リットが
見いだせない
などの理由のため、現在の方法に落ち着いた。
記事本文を画像化する際には、不必要に画像が劣化
することを防止するため、スキャナで画像を取り込み、
縮小 (元の画像の 37.5%) や トリミ ングなどの加工を
施した上で png 形式に保存し、 画像形式変換ツールを
使用して Jpeg 形式に一括変換した。ファイルの圧縮率
は、ファイルサイ ズと画質の兼ね合し、から 35% 程度に
している。
また、今回使用した Movable Ty pe は、特定キーワ
ードの検索結果を随時 RS フィードで出力する機能
を持っている。例えば、「福島空港」に関する記事を検
索する と、検索ページの下部に検索結果に該当する記
事の RS フィ ードのリンクが表示されるので、特定テ
ーマに関する記事の情報だけを継続的に入手すること
も可能である。
日間如何年12 月01 EI 11 :16 
福島空港利用促進で要望書 協議会が航空手社へ
?高島民 友 12周11 ヨ1-' 函 [編集]
日間 20 06L 手12 月018 1U4 I
購読
図 5 検索結果とその RSS フィードへのリンク
(検索結果の RSS フィードを購読することで、検
索結果のみを継続的に受信することができる。)
4-5. 類似サービスとの比較
最近では、全国紙だけではなく 地方紙もインターネ
ットを通 して記事の配信を行うようになった 7 。ここ
では今回の実装とインターネッ トを通して地域の新聞
記事を配信する点で類似している、各新聞社 W eb サイ
トのポータルサイ トを比較する。
• 47News (htp:/w .4 7news.jp/ ) 
共同通信と全国 52 の新聞社(県域紙やブロ ック紙
が中心) が連携 しているポータノレサイトで 206 年 12
月 24 日にスター トした。この Web サイトでは「し¥ま
の日本が見える」と銘打つて全国のふるさとニュース
を都道府県別に掲載 している。また、地図上にニュー
スがあった地点を示した り、 「言葉ランキング」で関連
ニュースを自動的に検索したりする機能もある。
47News と今回の実装の相違点は次のように整理で
きる。・扱 う記事の範囲
~ 47News では、全国の参加新聞社の Web サ
イトに掲載されたニュース記事を扱い、共同
通信が配信している記事以外は、各新聞社の
Web サイトへリンクが張つである。
〉 今回の実装では、 地域を限定 して実際の新聞
紙面の記事を扱い、自前の Web サイトに登
録している。・即時性の面
~ 47News では記事が配信されると自動的に
かつ比較的短時間で反映される。
〉 今回の実装のでは、即時性の面で、は手動]で、記
事を登録する ためどうしてもタイムラグが
発生する。一方で、特定テーマに関するキー
ワー ドを検索し、 その検索結果の最新情報だ
けを継続的に RS フィードで受信すること
が可能である。・遡及性の面
~ 47News では、キーワー ドでサービス開始時
からの記事を検索すること自休は可能だが、
リンク先の Web サイトで記事が削除されて
いる場合は記事の閲覧ができない。
》 今回の実装では、キーワー ドでサービス開始
当初からの記事が検索できるだけでなく、碓
実に本文を閲覧する ことが可能である。
5. 考察と将来の展望
5・1. 考察
従来よりも少ないコス トでその日のうちに記事の配
信が出来ることがわかった。今回の実装作業では、記
事の件数が 1 日あたり 10 件から 15 件前後、作業時間
は 2 時間程度であった。 しかし、実際に運営する上で
は次のような課題が考えられる。・記事本文の著作権処理
今回の実装では、インターネ ットを経由して、新聞
記事の見出しだけではなく記事本文のスキャン画像も
配信する。ここで、 著作権法の中で著作権者の権利と
して定められている公衆送信権 (著作権法第 23 条)
との関係が問題になる。公衆送信権とは、インターネ
ットや放送などを経由して、不特定多数に著作物を送
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信することを指す。ここでは、不特定多数の求めに応
じて自動で著作物を配信する送信可能化権が関わると
思われるが、著作権者から許諾を得ないで行うと違法
である 78 。そのため、記事本文のコピーを実際に配信
するためには、新聞社の許諾が必須であり、そのため
の手間もかかるためハード、ルが高い。しかし、「問題が
あって使えなしリという方向では新しいことはできな
し¥。「情報の公共性jの視点から関係者と協議した上で、
著作権者の権利を尊重 しつつ著作物が使えるような方
向を示すべきである。
一一方、新聞記事の見出しについては、最近では読売
新聞のように「見出しにも創作性があり著作権がある J
と著作権を主張する新聞社も存在するが、これには文
化庁が r ~般には著作物とは見なされなしリとの見解
を示している 79 。また、見出しの無断使用をめぐって、
読売新聞がニュース配信会社を訴えた裁判でも、知財
高裁で「著作物として保護されるための創作性がある
とはいえなしリと著作物性を否迂'する判決が下され確
定している 80。 しかしながら、判決の中で r~見出しは、
多大な労力や費用をかけた報道機関の活動が結実した
もの』 として法的保護に値する J 81とい う判断もドし
ているため、見出しのみの配信の場合でも、 トラブル
を避けるのであれば許諾を取ったほうが無難だと考え
る。
- 連ーの作業にかかる時間や人員の確保a
1 I三|あたりの記事の件数が今回の実装と同程度であ
れば、作業の所要時間は 1~2 時間程度であると思わ
れる。今回の実装では、即時性を活用するためなるべ
く早く作業を行う必要があるが、実際には図書館では
他の業務も行っている。これを毎日行う 場合は作業時
間や人員の確保が必要である。 日々の作業として作業
ローテーションに取り入れることや、ボランティアの
活用などがある。また、 一部作業のみを委託するとそ
の分作業時間のロスが生じる。 ド手に委託せずにトー
タルでー括した流れで作業を行う必要があると考える。
また、現状では見出しゃ画像の登録作業を手入力で
行っているが、必要事項を-覧表に整理して-括投稿
する具合に作業の音1)を自動化するだけでも、作業時
間を短縮することができると考える。
他には、 著作権処理の問題とも関わってくるが、斎
藤氏が述べているように82 、複数の図書館でコンソー
シアム(連合休)を形成し、新聞社と協議し連携して
記事のデジタノレ情報を提供しても らう ことも解決策の
ひとつであると考える。電子化作業が不要になる分、
作業時間をさらに短縮することができるかもしれない。
また、その際に図書館側の W eb サイトから新聞社へ リ
ンクを張ったり 、新聞社の広告を人れたりするなどし
て新聞社側にもメリッ 卜があるような仕組みを構築す
る必要があると考える。
- 掲載日が異なる重複 した記事の扱い
今回の実装では、同じ日に複数の新聞で同じような
事件を扱っていた場合、見出しゃ内容が判りやすい代
表的な記事の見出しとコピーだけを W eb サイトに反
映させている。その他の記事は代表の記事とまとめて
保管する方法をとっている。
このように、同じ日に出てきた複数の記事について
はその場でまとめられるが、掲載日がことなる場合は
作業中に気づかない限りまとめることは難しく、後日
掲載された記事に詳細が載っている場合もある。今回
の実装ではその記事の扱いをどうするかの問題が残っ
ている。現在はそのまま載せているが、関連する記事
同士で相互リンクし、関連性が判るような仕組みが必
要と考える。
また、同じ日に掲載された同様な記事の扱いも検討
する必要があると考える。
- ユーザビリティの検討
今回の実装では、図書館サイドの情報発信に焦点を
当てているため、記事の選択 ・加工 ・発信までのプロ
セスに限定している。実際の運用を想定 した場合、ユ
ーザ傾1] (図 書館利用者と実際に作業をする図書館員の
両方)のユーザビリ ティを検討する ことが不可欠であ
るが、今回は十分な検討が行えていない。 日単位で記
事が閲覧 しにくいことや、記事が検索 しにくいことな
ど、ザ'U え情報量が多くても利用者にとって使いやすい
サービスでなければ有用性が半減してしまう。
また、登録作業を行う際に、記事の登録とは別に画
像ファイルを登録する必要があることや、新聞名や掲
載日などの定型文をいちいち手入力する必要があるな
ど、手間がかかる作業が多いことも課題で、ある。 作業
のしやすさを考えた時、システムが実際に作業をする
図書館員にとって使いやすいインタフェースであるこ
とも重要である。この点は今後の課題である。
- 記事の採録方針
今回の実装では、「須質川市J に関する記事を網羅的
に収集したが、市民の投書については除外した。 しか
し、市民の投書は住民がどう いうことを考えているの
かを知る上で重要な資料であると考え られ、採録検討
の余地があると考える。また、記事の収集方式には、
記事を網羅的に収集するのではなく特定のテーマの記
事に絞って継続的に収集する方法も考えられる。
- サービスを知っても らうための広報
RSSによる地域に関する新聞記事情報提供サービスの提案
実際にサービスを提供していてもその存在を知って
もらわなければ意味がない｡自治体や図書館の広報で
知らせたり､公立図書館であれば自治体の役所内でも
告知したりしてサービスの存在を知ってもらう必要が
ある｡また､ WebページのトップにもRSSフィード
のアイコンを置くなどして､ RSSで情報を配信してい
ることを知らせる､RSSフィードのアイコンを見つけ
やすい場所に置くなどの対策が必要である｡
5-2.残された課題
残された課題として次のものが挙げられる｡
●　･覧表からの　一括投稿
現状では､記事ごとに登録作業を行うため作業が面
倒である｡そこで､カテゴリやキーワードと記事のフ
ァイル名など･覧表に整理し､　一括投稿することを考
えている｡それにより､無用な反復作業が削減できる
ため､作業の効率を上げることができると考えている｡
技術的には､ ･覧表を汎用性の高いCSV (カンマ区
切りファイル)やTSV (タブ区切りファイル)で仕1力
し､それを解析して､エントリーを投稿するスクリプ
トを適すことで可能だと思われる｡
●　利用者が付けたタグの共有
それぞれの見出しや記事本文のエントリーに､ユー
ザが自分の好きな言葉でタグと呼ばれる目印を付ける｡
その記事に付けられたタグを利用者間で共有し､利用
者が興味を持っているものをまとめたり､示したりす
ることで､ユーザの無意識な参加1を促したり､ユーザ
の集合知を利用するWeb2.0的なサービス83が提供で
きると考えている｡また､ユ←ザ自身が情報の公開･
非公開を選択することで､ユーザが自分でプライバシ
ーを管理することも考えている｡このサービスによっ
て他の人がどの記事に興味を持っているかを知ること
ができ､そこでユーザ間のコミュニケーションが生ま
れるかもしれないと考える｡
6.今後の展望
今回の提案は､独自にプログラムを作成することな
く､既存o)ツールを活用することで比較的簡単に図書
館でWebサービスを提供できる方法を提案すること
を目的とした〔)図書館の中で眠っている資源を積極的
に活用して､新たなサービスの提供や情報の利用方法
を示す必要があると考える｡また､これからの図書館
のあり))として､ユーザの反応を待って受動的にサー
ビスや情報を提供するだけでなく､ユーザの動向を取
り込み､それを反映させながら､積極的にユーザ-サ
ービスや情報を提案する攻めの姿勢が求められると考
える｡
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最後に､インドの図書館学者であり数学者でもあっ
たランガナタンは､ 『図書館学の五法則』 84の第5法則
で｢図書館は成長する有機体である｣と述べている｡
これからも､いままで図書館が培ってきた経験や資源
を活用しつつ､新しい技術や概念などを取り入れなが
ら発展してゆくことを願って止まない｡
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